
2021年 12月 22日 

各 位 

株式会社 九電工 

 

環境経営に関する中長期目標の設定および気候関連財務情報 

開示タスクフォース（ＴＣＦＤ）提言への賛同について 
 

 当社は、環境経営に関する中長期目標を設定し、「気候関連財務情報開示タスクフォース（以

下、ＴＣＦＤ）」提言への賛同を表明いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１． 環境経営に関する中長期目標 

   当社は、『快適な環境づくりを通して社会に貢献します』の企業理念のもと、長期ビジョンで

掲げる３つの貢献（社会課題の解決、脱炭素社会の実現、地域公共インフラの維持・発展）によ

り、サステナビリティに取り組んでおります。 

具体的には、再生可能エネルギー発電所の工事施工や事業運営、一般設備工事における省エネ

ルギー設備の提供等を通じて、地球環境問題の解決を目指しております。 

   そのような中、当社は脱炭素社会の実現に向けて、下記の中長期目標を設定いたしました。 

 

  □ ２０３０年のＣＯ₂排出については、施工高あたり（原単位）５０％以上の削減（2013年比）

を実現します。 

     

  □ ２０５０年のカーボンニュートラルを実現します。 

 

  【取り組み項目】 

・ 車両のＥＶ化 

・ 社屋関連設備への投資（太陽光パネル、ソーラーカーポート、蓄電池、ＺＥＢ等） 

・ 卒ＦＩＴ（事業期間終了後の発電設備）の活用 ※¹ 

・ 産学連携による研究開発 

・ 節電、エコ運転の徹底 

・ 環境付加価値証書の活用 

 

   なお、上記の中長期目標を達成するために、今後、ＴＣＦＤ提言に基づき、より具体的な「指

標と目標」を設定してまいります。 

 

※¹ 当社は、現在、年間約１７万ｔ-CO₂（2020年度実績）の削減に貢献するＦＩＴ法の認定を

受けた再生可能エネルギー発電設備を有しております。 

 

２． ＴＣＦＤ提言への賛同 

当社は、環境経営に取り組む一環として、ＴＣＦＤ提言への賛同を表明いたしました。 

今後は、ＴＣＦＤ提言に基づき、気候変動が事業にもたらすリスクや機会を分析し、財務面へ

の影響について情報開示を進めてまいります。 

 

   □気候関連財務情報開示タスクフォース（ＴＣＦＤ） 

     ＴＣＦＤ（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）は、２０か国財務

大臣及び中央銀行総裁会議（Ｇ２０）の要請を受け、気候関連の情報開示及び金融機関の対

応をどのように行うかを検討するために、金融安定理事会（ＦＳＢ）により設立されたプロ

ジェクトチームです。 

以 上 

 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社 九電工 経営戦略企画部 

担当：前田    TEL:092-523-1696 

 


